
題号 "ゆいっこ"は、古くは若者たちによる共同農作業という素朴な集団の呼称として使われていましたが、

この互助精神が福祉の精神そのものと思い、社会福祉協議会広報の題名にしました。
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小繋地区を拠点に開設された一戸町災害ボランティアセンター

８月 31 日に開催された浸水家屋の対応講習会

　
被
災
直
後
か
ら
、
地
元
の
自
治

組
織
な
ど
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
よ
る
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支

援
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
地
域
の
民
生
委
員
に
よ

る
支
援
ニ
ー
ズ
把
握
が
開
始
さ
れ
、

そ
の
後
8
月
7
日
よ
り
二
戸
管
内

を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
8
月
8
日
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
泥
や
土
砂
の
撤
去
な
ど

の
活
動
が
開
始
さ
れ
、
開
設
期
間

中
20
日
間
で
延
べ
3
7
8
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
協
力
し
て
い

た
だ
き
19
件
の
ご
依
頼
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
開
設
期
間
中
に
完
了
で
き
な

か
っ
た
ご
依
頼
に
つ
い
て
は
、
い

わ
て
N
P
O
災
害
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
一
戸
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
連
携
し
引
き
続
き
対
応
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
８
月
３
日
に
発

生
し
た
大
雨
災
害
に
よ
り
、
一

戸
町
に
お
い
て
も
小
繋
地
区

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の

災
害
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

活
動
報
告

一
戸
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

県
内
外
か
ら

3
5
0
人
を
超
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

　
一
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

8
月
8
日
、
被
害
が
大
き
く
支
援

ニ
ー
ズ
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
小
繋
地
区
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
を
設
置

し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
支

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
一
戸
町
と
一
戸
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
、
岩
手
県
社
会
福
祉
協

議
会
、
二
戸
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
連
絡
会
、
い
わ
て
N
P
O
災
害

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
加
わ
っ
た

広
範
囲
な
協
力
体
制
の
も
と
、
支

援
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
や
送
迎
、
資
機
材

の
調
達
、
情
報
発
信
な
ど
の
運
営

を
行
い
ま
し
た
。

小
繋
地
区
を
拠
点
に

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
開
設

開 設 期 間 令和４年８月８日（月）から８月31日まで
（お盆を除く）20日間

開 設 場 所 岩手県二戸郡一戸町小繋字東田子２-２
（旧産直里やま市場）

ボランティア数 延べ378名
依 頼 件 数 30件
活 動 件 数 19件

（うち未完了４件／令和４年10月１日現在）

活 動 内 容 泥や土砂のかき出し、家財の搬入出、
床下の泥出しや消毒など

活 動 概 要

令和４年
８月８日

▼
８月31日

令
和
４
年
８
月
３
日
の
大
雨
災
害

災害ボランティア
活動（床下の泥の
かき出し）の様子

今
回
の
大
雨
災
害
を
通
し
て
、

本
会
を
含
め
町
内
関
係
機
関
、
ま

た
住
民
の
皆
様
の
災
害
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識
に
大

き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
災
害
に
備
え

た
平
時
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
企
業
や

個
人
の
皆
様
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
の
た
め
の

支
援
物
資
、
支
援
金
の
ご
提
供
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
設
期
間
中
の
す
べ
て
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
閉
所
す
る
8
月
31
日
に
は
、
実

際
に
大
雨
災
害
で
被
災
し
た
方
の

自
宅
で
、
浸
水
家
屋
の
対
応
講
習

会
（
主
催

：

い
わ
て 

N
P
O 

災
害

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
N
P
O 

法

人
い
わ
て
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
）
が

開
催
さ
れ
、
関
係
機
関
や
地
域
の
民

生
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
26
名

が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
水
害
に
備

え
た
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
に“
備
え
る
”

取
り
組
み
の
は
じ
ま
り

育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で 23



めおと　長寿祝
2 0 2 2

　竹澤 勝榮様（80歳）　トヨ様（78歳）横町

　一戸町社会福祉協議会では、ご自宅で健康
に暮らす 78 歳以上のご夫婦を対象に、記念
品（記念写真又は商品券）を贈呈しています。
今年度は総勢 52 組のご夫婦に贈呈させてい
ただきました。その中で記念写真撮影をされ
たご夫婦をご紹介いたします。

※順不同で掲載させていただきますのでご了承ください。

　山火 敬三様（83歳）　征子様（78歳）西法寺

　川又 博様（82歳）　ヒロ様（78歳）中田　上村 勝美様（83歳）　和子様（78歳）西法寺　小野寺 研一様（84歳）　淳子様（78歳）駅前

　 野 忠助様（86歳）　孝子様（78歳）関屋

　古  英三様（85歳）　貞子様（78歳）関屋 　鈴木 四郎様（78歳）　京子様（78歳）稲荷

　平船 猛様（78歳）　朋子様（78歳）小井田
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　藤田 嘉亮様（83歳）　梢様（78歳）侍村

　久保 勘四郎様（79歳）　ミキ様（78歳）摺糠 　雲足 勝雄様（80歳）　梅子様（78歳）平糠４

　江藤 太郎様（82歳）　久子様（78歳）奥中山4
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　遠藤 喜代志様（81歳）　ミサ様（78歳）田中

　石木 末次郎様（79歳）　吉子様（78歳）奥中山1

　中島 雄様（81歳）　ツナ子様（78歳）奥中山1

　大矢 忠信様（86歳）　絢子様（78歳）奥中山1　遠藤 市朗様（86歳）　イシ様（78歳）摺糠　西  林男様（78歳）　淑緒様（79歳）宇別

　釜石 富次郎様（89歳）　カヨ子様（78歳）旧中山



できごとFLASH

なぎなた体験の様子。虫とりをする子どもたち。ゴマダラカミキリムシを捕まえました。

認知症にやさしいまち認知症にやさしいまち
いちのへオレンジ月間2022いちのへオレンジ月間2022

熱気に溢れる熱気に溢れる
いきいきシニアスポーツ大会いきいきシニアスポーツ大会

奥中山学童クラブ奥中山学童クラブ
元気いっぱい  なぎなた体験元気いっぱい  なぎなた体験

一戸南学童クラブ一戸南学童クラブ
自然とのふれあいを大切に自然とのふれあいを大切に

　９月 21 日の世界アルツハイマーデーを記念
した「いちのへオレンジ月間 2022」では、主
に小鳥谷地区センターを会場に、９月８日に
VR 認知症プロジェクト、10 月１日には認知症
見守り声かけ訓練を実施しました。
　VR 認知症プロジェクトでは地域住民など 41
名が受講し、VR（バーチャルリアリティー）を
用いた体験講座で認知症への理解を深めました。
　その後開催した認知症見守り声かけ訓練には
地域住民や関係機関など 64 名が参加し、万が
一大切な人が行方不明になったときのことを想
定した対応方法や声かけの仕方について実践を
交えて学びました。
　参加者は、見知らぬ人に声をかけることに緊
張しながらも、日頃から声をかけ合うことの大
切さを感じ取っていました。

　奥中山学童クラブでは夏休みの期間を利用し、奥中
山地区公民館でレクリエーションとなぎなた体験を行
いました。
　レクリエーションでは、ユニホックやドッチビーで
体を動かしました。その後のなぎなた体験では、実際
になぎなたを使って動き方や作法を教えてもらい友達
と体験をしながら楽しむ事ができました。
　これからも全身を使った運動やレクリエーションを
取り入れ、健康で逞しい子どもたちの成長を応援して
いきたいと思います。

　学童の周りの木々から聞こえてくる鳴き声を頼りに
虫とりあみと虫かごを手に取り、 セミ取りに夢中に
なった夏休みも終わり、季節は夏から秋へ移り替わり
ました。近頃はトンボ、バッタ、カマキリ、コオロギなど
秋の虫探しに夢中です。
　季節の変化を体で感じながら、寒さに負けず元気に
外遊びを楽しんでいる子どもたちです。
　身近な自然に心を動かされる中で、生命の不思議さ
や尊さに気付き、身近な動植物への接し方、命の大切
さを学んでほしいと思っています。

　９月９日、町民文化センター体育館で、第45回一戸
町いきいきシニアスポーツ大会（主催：町老人クラブ連
合会、町社会福祉協議会）が約３年ぶりに開催されま
した。
　準備体操を十分に行い、競技がスタート。ボール、
風船、ラケット、様々な道具を使った競技は白熱し、
応援にも力が入ります。優勝争いは最後の最後まで
繰り広げられ、先の読めない展開にドキドキしなが
ら結果を待っていました。
　結果は１位中田長寿会 A45 点、２位奥中山平成会
41 点、３位駅前諏訪野健寿会 35 点となりました。
来年も老人クラブの皆さんにお会いできるのを楽し
みにしています。

1 

2 
1優勝旗を掲げる中田長寿会。おめでとうございます！
2真剣な眼差しで競技にのぞむ参加者のみなさん。

1 

2 

1認知症当事者の声を参考に作られたリアルな映像の
VR 体験。

2講義で聞いたことを意識しながら行った声かけ訓練。

「障がいは特別ではない」「障がいは特別ではない」
一戸高校、一戸高校、
カナンの園ふれあい体験学習カナンの園ふれあい体験学習

　一戸高校介護・福祉系列の２年生４名は、10 月５
日、社会福祉法人カナンの園（理事長齊藤芳弘）と
のふれあい体験学習を実施しました。
　この事業は、町内の児童生徒が障がい福祉に触れ
理解を深めること、また福祉現場での就労を円滑に
支援することを目的とし、毎年町内社会福祉法人の
協力のもと本会が企画運営を行うものです。
　参加した生徒は、講義の他全５か所の施設を見学
し、個別性や多様性を重視し地域とのつながりを大
切にした支援方針に触れ、特に人間関係の構築の仕
方に興味を示し「もっと障がい福祉について学んで
みたい」と意欲を示していました。

1 

2 

1今年夏に完成した三愛学舎の新校舎見学。
2全国的に有名なパン工場「カナン牧場」。

障がいがある人もない人も共に働く。
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　９月18日（日）に鳥海小学校体育館で行われた中里
敬老会の様子。敬老会では演芸大会も行われ、歌や踊
りで会場は大いに盛り上がりました。
　鮮やかな衣装や踊りが、皆さんの美しさをより一層
引き立て、歌い手の笑顔に見ているこちらまで笑顔に
なってしまうようでした。

表紙の紹介

　低所得世帯等を対象に、高校、大学、短大、専門学校への就学に際し必要な経費として、授業料や通学費用等就学に
必要な経費を無利子で貸与する制度です。詳しくは下記までお問合せください。
資金の種類と内容

必要書類： 借入申請書、住民票、世帯の所得が分かる書類（所得証明書、給与明細書、年金証書等）合格通知書または在学証明書、
就学費が分かる書類など

問い合わせ：一戸町社会福祉協議会（TEL 0195-33-3385）

　かつて一戸では当たり前だった活気ある地域づ
くり。誰もが自然に手を差し伸べ合い、助け合え
る地域づくり。そんな光景を再び一戸に取り戻した
い…。社会福祉協議会は、住民が手と手を取り
合い支え合う地域づくりの実現を目指しています。
　このページでは、町内の住民主体の活動によっ
て地域が元気になり「つながり」が生まれていく
様子をシリーズで紹介していきます。

par t 11
つなぐてつなぐて・・とと・・て  て  

つながる地域つながる地域

令和４年６月19日に行われた西法寺コスモス会
30周年記念祝賀会での１枚。

平成６年に開催された福祉バザーの様子。
子どもから高齢者までたくさんの人で賑
わい、地域に愛された活動でした。

22 年にも亘り継続してきた御所野縄文
公園の環境整備活動。昨年 7 月の世界
遺産登録での喜びはひとしおでした。

生活福祉資金教育支援資金のご案内

令和５年度 一戸町社会福祉協議会職員（一般事務、正規職員）の募集について

　一戸町社会福祉協議会では、地域福祉事業に関する活動や相談業務等に携わる令和５年度採用職員（一般事務、正規
職員）を募集します。
採用人数：１人
資格等：学歴、年齢不問

以下のいずれかの資格を有する者または受験資格を有する者
（社会福祉士、介護支援専門員、介護福祉士）

給与：161,900 円～
募集期間：令和４年10月20日（木）～11月18日（金）当日消印有効
申込方法：必要書類（応募申込書、紹介状、資格証明書等）を、期限内に問合せ先までご提出ください。

詳しくは、本会ホームページをご覧ください。
問い合わせ：一戸町社会福祉協議会（TEL 0195-33-3385）

社協からのお知らせ

西法寺コスモス会

種類 使途内容の例 貸付限度額 据置期間 返済期間 貸付利子

教育支援費 学校教育法に規定する高等学校、大学、
高等専門学校に就学するのに必要な経費

高校　月額 35,000 円以内

卒業後
6 ヶ月以内 20 年以内 無利子

高専　月額 60,000 円以内
短大　月額 60,000 円以内
大学　月額 65,000 円以内

就学支度費 学校教育法に規定する高等学校、大学、
高等専門学校に就学するのに必要な経費 500,000 円以内

　地
道
な
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動

30
年
間
の
軌
跡

　
西
法
寺
コ
ス
モ
ス
会
（
柿
木
洋

子
会
長
）
は
、「
地
域
の
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
平

成
６
年
に
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
女

性
た
ち
が
集
い
設
立
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
活
動
期
間
は
、

実
に
30
年
。
活
動
内
容
は
、
地
域

の
福
祉
バ
ザ
ー
企
画
運
営
や
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
へ
の
協
力
な
ど
町
内
会

と
密
着
し
た
活
動
か
ら
御
所
野
縄

文
公
園
の
環
境
整
備
な
ど
多
岐
に

亘
り
ま
す
。

　
地
域
で
と
れ
た
野
菜
や
果
物
の

販
売
、
食
堂
の
運
営
か
ら
古
着
の

販
売
ま
で
一
か
ら
自
分
た
ち
で

行
っ
た
福
祉
バ
ザ
ー
は
、
毎
年
11

月
に
公
民
館
で
開
催
。
収
益
金
を
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
た

功
績
は
11
年
に
も
及
び
ま
す
。

　
設
立
当
初
の
会
員
は
42
名
と
大

規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
し

た
が
、
柿
木
会
長
が
大
切
に
し
て

い
た
の
は
「
疎
外
感
な
く
、
誰
も

取
り
残
さ
な
い
こ
と
。」
会
員
を
６

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー

プ
に
リ
ー
ダ
ー
を
置
き
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
は
グ
ル
ー
プ
の
会
員
に

気
を
配
り
、
そ
れ
で
も
上
手
く
い

か
な
い
と
き
は
柿
木
会
長
が
動
く
。

こ
の
組
織
体
制
で
、
み
ん
な
に
目

が
行
き
届
き
一
体
感
の
あ
る
活
動

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

組
織
を
超
え
た
仲
間
の
絆

こ
れ
か
ら
も
い
つ
ま
で
も

多
年
草
「
コ
ス
モ
ス
」
の
名
前

の
通
り
、
年
月
を
か
け
て
地
域
に

根
付
き
毎
年
賑
や
か
に
咲
き
誇
っ

た
西
法
寺
コ
ス
モ
ス
会
。
令
和
3

年
の
30
周
年
を
機
に
、
解
散
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

解
散
を
惜
し
む
声
が
あ
っ
た
一

方
、
組
織
編
成
を
変
え
て
ま
で
西

法
寺
コ
ス
モ
ス
会
を
継
続
す
る
こ

と
を
望
ま
な
か
っ
た
会
員
の
皆
さ

ん
。
組
織
の
活
動
を
通
じ
て
つ
な

が
り
あ
っ
た
会
員
の
絆
は
、
い
つ

し
か
組
織
を
超
え
て
会
員
1
人
1

人
の
強
い
絆
に
な
り
ま
し
た
。
―

解
散
し
て
も
切
れ
る
こ
と
は
な
い

仲
間
の
絆
。
そ
の
絆
は
普
段
の
暮

ら
し
の
中
で
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

続
い
て
い
く
。
―

会
員
相
互
の
つ
な
が
り
合
い
、

絆
の
醸
成
と
い
う
大
義
名
分
を
果

た
し
、
西
法
寺
コ
ス
モ
ス
会
は
長

い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
解

散
後
の
今
も
、
普
段
の
お
茶
会
や

困
っ
た
と
き
の
助
け
合
い
、
支
え

合
い
は
続
い
て
い
ま
す
。

西
法
寺
地
域
に
根
付
い
た
コ
ス

モ
ス
。
い
つ
か
ま
た
新
し
い
芽
が

出
て
花
が
咲
く
日
が
来
る
よ
う
に
、

こ
の
活
動
を
語
り
継
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こんにちわ
ヨロシク

A

　一戸町社会福祉協議会では、災害ボランティアセン
ター開設期間中に完了できなかったご依頼について、
いわてNPO災害支援ネットワークと連携し引き続き対
応を行っています。
　それに伴い、床下の清掃、消毒作業等を行って頂く災
害ボランティアを募集しています。
　お申し込み、お問合せは、下記いわてNPO災害支援
ネットワークホームページ及び公式LINEのQRコード
をご確認ください。

災害ボランティア募集のお知らせ

ホームページ 公式 LINE

育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で 1011



寄付御礼 災害義援金募集のお知らせ

各種相談日程表

一戸町社会福祉協議会への寄付

（令和４年７月～令和４年１０月取扱分）

　厳しい日差しの夏はもう過ぎ去り秋を飛び越してしまいそうな寒さとなりました。
体調など崩されていませんでしょうか。この夏は大雨による災害ボランティアセン
ターを立ち上げ、地域を駆け回った目まぐるしいひと月となりました。被害に遭わ
れた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。そのような中、めおと長寿祝やシニア
スポーツ大会の取材に同行し、パワフルさときらきらした笑顔にたくさん元気を
貰えたことが今夏の私の素敵な思い出です。これからも寒さに負けず広報の取材
にお邪魔したいと思います。取材情報がありましたらぜひお声がけください。（高橋）

◆西舘保健サービス(有) 様
金　1０，０００円　也

◆岩手県立福岡高等学校
家庭クラブ 様
金　３，６３４円　也

法律相談 多重債務相談 くらしの相談窓口 ふれあい相談

開催日

11月 8日(火)、11月22日(火) 11月15日(火)

月曜日～金曜日
（土日祝祭日・年末年始休み）

月曜日～金曜日
（土日祝祭日・年末年始休み）

12月13日(火)、12月27日(火) 12月20日(火)

1月10日(火)、1月24日(火) 1月17日(火)

2月14日(火)、2月28日(火) 2月21日(火)

時　間 10：00～15：00 10：00～15：00 8：30～17：15 8：30～17：15

場　所
二戸消費生活センター
（二戸合同庁舎内）

TEL 0195-23-5800※要予約
二戸市総合福祉センター

TEL 0195-43-3588
一戸町社会福祉協議会

（一戸町総合保健福祉センター内）
TEL 0195-33-3385

　本誌への感想や当協議会への意見など、アンケートに答
えていただいた方の中から抽選で３名の方に一戸町の特産
品(1,000円相当)をプレゼントします。
　応募を希望される方は、❶住所❷氏名❸年齢❹電話番号
❺本誌への感想や当協議会に対する意見などを明記の上、
はがきまたはメールにて編集係までお送りください。発表
は、発送をもって替えさせていただきます。

編集後記

▶はがき　
〒028-5312　一戸町一戸字砂森93-2
一戸町社会福祉協議会「広報ゆいっこ編集係」
▶メール
ichinohe-shakyo@themis.ocn.ne.jp

応募方法

　社会福祉協議会では、被災された方々を支援する
ための義援金を次の通り受付しております。頂いた
義援金は岩手県共同募金や日本赤十字社岩手県支部
を通じて全額被災地の方々へ届けられます。皆さま
のご協力をお願いいたします。

・ ウクライナ人道危機救援金
　（受付期間：令和 5 年 3 月 31 日まで）
・ 令和４年８月３日からの大雨災害義援金
　［山形、石川、新潟、福井］
（受付期間：令和 5 年 3 月 31 日まで）

　その他、各種国外義援金、救援金ついても受付し
ております。一戸町社会福祉協議会（TEL 0195-
33-3385）までお問い合わせください。

〈お詫びと訂正〉
令和４年 7 月 22 日発行の「いちのへ社協
だよりゆいっこ vol.108」 9 ページにつき
まして、次の通り誤りがありました。お詫
びして訂正いたします。

【誤】土川ミヨ様　　【正】土川タヨ様

読者プレゼント

社会福祉法人
一戸町社会福祉協議会
〒 028 -5312　一戸町一戸字砂森93-2

（一戸町総合保健福祉センター内）    
TEL 0195-33-3385 
FAX 0195-33-2737
ホームページ 
https://ichinohe-shakyo.jp/

　頂きましたご寄付は、地域福祉事業の推進のため活
用させていただきます。ありがとうございました。

　頂きましたご寄付は、災害ボランティアセンター
運営や災害に備えた取り組みに活用させて頂きます。

一戸町社会福祉基金への寄付
◆西法寺コスモス会 様

金　８，７４４円　也
◆一岩会 様

金　3０，０００円　也

岩手県立福岡高等学校家庭クラブ様

西法寺コスモス会様

お知らせJ

お知らせ


